
梅雨の晴れ間と雨の日に思うこと 
校 長   栗田 朋子 

今年はまだ６月なのに猛烈な暑さが続いています。梅雨前線を太平洋高気圧が押しやり、日本列

島に大きく張り出して、うだるような暑さをもたらしています。学校では、児童や教職員の熱中症を警

戒する毎日です。保護者の皆様や地域の皆様はいかがお過ごしでしょうか。急な暑さに体調など崩

されてはいませんでしょうか。 

６月からスタートした水泳学習では、水飲み休憩を授業の合間に入れて取り組んできました。ま

た、入水しない児童は、屋根付きのプールサイドで通常は見学していますが、暑さが厳しい時には学

校図書館で読書の学習に切り替えました。植物の観察やソフトボール投げの計測は、日向にいる時

間を最小限に工夫してきました。中休みや昼休みは何度かＷBＧＴ計の値を参考にして、外遊びを

取りやめにしたり激しい運動をしないようにしたりしてきました。外に出る時には帽子をかぶるように

指導し、水筒を忘れた児童には水のペットボトルを貸し出してきました。校外学習に行く児童の集合

場所を室内にしたりすぐにバスに乗車したりもしてきました。 

このような対策は、異常気象と言われるこの暑さが、その年たまたま暑い夏だったということでは

なく、ここ数年を過ごしてきてこれが通常の日本の夏なのだという認識から生まれてきました。さら

に、大切なお子様の命を預かっている学校の責務から全教職員で努めています。まだまだ熱中症対

策として、万全ではないかもしれませんが、知恵を出し合い協力し合い、安心な学校づくりに励んで

いるところです。保護者の皆様、地域の皆様からも安心な学校づくりへのご意見があれば、ぜひとも

お聞かせください。 

さて、そうはいっても梅雨のこの時期、梅雨前線が出現し、大雨を降らすこともあるかと思います。

かねてから雨の日には、何とかならないものかと考えていたことがあります。正門から昇降口に向か

うカラー歩道の凸凹です。大雨が降るとカラー歩道の窪みに大きな水たまりが 

いくつもできて、児童の足元を濡らしていました。また、その凸凹のタイルに 

足をかけてつまずき、転倒した児童もいました。 

グラウンドとカラー歩道の境に桜の木が植えてあり、その根がカラー歩道の 

タイル下で大きくうねって成長し、カラー歩道のゆがみの原因となっていました。 

自然の力、植物の生命力の強さには驚かされます。 

先日、業者の方に補修してもらい、ようやくほぼ平らとなりました。これで雨が降っても、児童が足

を水たまりにとられたりつまずいたりしないで済むことと思います。 

梅雨明けが待ち遠しくもあり、雨が降って水たまりのあまりないカラー歩道を歩きたくもあり。また、

本格的な夏の到来に、身の引き締まる思いでもあります。 

令和７年６月30日 

横浜市立東希望が丘小学校 学校だより 

東希小だより７月号 

「咲こう 輝こう マーガレットのように」 


